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海成段丘の区分の対⽐

海洋酸素同位体
ステージ 年代 渡辺 教授

⽇本原燃
（渡辺教授によ

る呼称）

MIS 5e 12〜13万年前 M1 M1 （M1）
M2 （M1ʼ ）

MIS 5c 10万年前 M2 M3 （M2）
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⽇本原燃 資料１－３ 再処理施設、廃棄物管理施設、
MOX燃料加⼯施設 敷地周辺の活断層評価について、 2020/02/21



下北半島の太平洋側の海岸線沿いには
標⾼30〜40mの海成段丘がひろがっている

海域の⼤陸棚外縁断層が、過去から現在に
かけてくり返し活動し地震を起こし
陸地を隆起させてきた結果である

⻑⼤な活断層が南側で枝分かれし、
その⼀⽅が六ヶ所再処理⼯場の直下に潜り
込んでいて、敷地の近傍の⼟地を⼤きく
変形させている

共同通信2008年5⽉24⽇より

六ヶ所断層（⼤陸棚外縁断層）の活動による
六ヶ所再処理⼯場の敷地近傍の⼟地の変形の様⼦
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䞉地⾲地㉁ㄪᰝ䞉䝪䞊䝸䞁䜾ㄪᰝ䛾⤖ᯝ䚸㮚ᯫ南岸
䛾地㉁䛿䚸下位䜘䜚㮚ᯫ層上㒊層䠄T䠏䠅䚸◁子又層
下㒊層䠄S䠍䠅䚸六䞄ᡤ層䠄R䠅䚸中位ẁ丘堆✚層䠄M䠍䠅
➼䛛䜙䛺䜛䚹

䞉図䛾す➃付㏆䛾㟢㢌䛻䛚䛔䛶䚸㮚ᯫ層上㒊層䠄T䠏䠅
䛸◁子又層下㒊層䠄S䠍䠅䛸䛾不ᩚ合䜢☜ㄆ䛧䛯䚹

䞉図䛻♧䛩各㟢㢌䛻䛚䛔䛶䚸◁子又層下㒊層䠄S䠍䠅䛸
䛭䛾上位䛾六䞄ᡤ層䠄R䠅䛸䛾傾ᩳ不ᩚ合䜢☜ㄆ䛧䛯䚹

䠎䠊ᩜ地周㎶㝣域䛾᩿層➼䛾ホ価 䠎䠊䠍 ᩜ地㏆傍䠄ᩜ地䜢中ᚰ䛸䛩䜛半ᚄ䠑km⠊囲䠅䛾᩿層➼
䠎䠊䠍䠊䠍 出ᡞす᪉᩿層

㮚ᯫ南岸䛾地㉁ㄪᰝ⤖ᯝ䠄地㉁平㠃図䠅

90

➨325回審ᰝ会合
䠄2019.12.20䠅

㈨ᩱ1-䠍 p363 加㝖修ṇ



鷹架沼南岸の地形・地質（3）
地下構造には⾮対称な向斜構造
M1⾯が異常な傾斜を⽰す部分は想定される六ヶ所断層の
地表延⻑部での変形である
S1の中には地層が変形してずれていることを⽰すような構造（a,b,c）
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東す

㟢㢌䠍
㟢㢌䠎

Tkh㟢㢌 䠝’䠝

↑ 折Ⅼ䠍 ↑ 折Ⅼ䠎 ↑ 折Ⅼ䠏

㟢㢌䠏
㟢㢌䠐

㟢㢌䠑

ὀ䠅地㉁断㠃図中䛾Tkh㟢㢌䚸㟢㢌1䡚5䛺䛹䚸㟢㢌情報
䛻䛴䛔䛶䛿䚸䝇䜿䝑䝏図䛾左右䜢反㌿䛧䛶投影䛧䛶䛔䜛䚹

東す
䠝’䠝

↑ 折Ⅼ䠍 ↑ 折Ⅼ䠎 ↑ 折Ⅼ䠏

縦㸸横㸻1㸸1

䞉◁子又層下㒊層䠄S䠍䠅䛿䚸向斜㍈䛾東側䛷䛿概䛽10㼻前後䛷北す䛻傾斜䛧䚸
㠀対⛠䛺向斜構㐀䛾東⩼㒊䜢形成䛧䛶䛔䜛䚹

䞉六䞄所層䠄R䠅䛾内㒊構㐀䛾傾斜方向䛿䝞䝷䛴䛔䛶䛚䜚定向性䛿䜏䜙䜜䛺䛔䚹

䞉六䞄所層䠄R䠅䛿䚸⣙15䡚20m䛾䜋䜌一定䛾層厚䛷東䛻⦆䛟傾斜䛧䛶䛚䜚䚸向
斜構㐀䜢形成䛩䜛下位層䛸䛿㠀ㄪ和䛺分布䜢♧䛧䛶䛔䜛䚹

䠎䠊敷地周㎶㝣域䛾断層➼䛾ホ価 䠎䠊䠍 敷地㏆傍䠄敷地䜢中心䛸䛩䜛半径䠑km⠊囲䠅䛾断層➼
䠎䠊䠍䠊䠍 出戸す方断層

㮚架南岸䛾地㉁ㄪ査⤖果䠄周㎶䠅䠄地㉁断㠃図䠅

➨325回審査会合
䠄2019.12.20䠅

㈨料1-䠍 p360 加㝖修ṇ
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鷹架沼南岸の露頭調査の結果から地層
区分を“補間して”描くことの恣意性
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原⼦⼒規制委員会の審査は「敷地内及び敷地周辺の地質・
地質構造調査に係る審査ガイド」に反する
〔解説〕
（１）〜（４）省略
（５）顕著な海岸隆起によって累積的な変位が認められる地域では、
弾性波探査によって断層が確認されない場合でも、これをもって直ちに
活断層の存在を否定せず、累積的な変位を説明する適切な地殻変動を
検討する必要がある。また、海底に顕著な変動地形が認められる場合にも、
それを合理的に説明できる活断層を想定する必要がある。

渡辺教授の『科学』、Vol.89 No.12（2019年12⽉）(甲D３２７)の冒頭でも、
下北半島東部全体の隆起について指摘されている通り、六ヶ所地域には
標⾼30〜40メートルの中位段丘が広く分布している。にもかかわらず、
六ヶ所再処理⼯場の審査では、この海岸隆起を合理的に説明する活断層
（⼤陸棚外縁断層および六ヶ所断層）が想定されていない。このような審査は、
「敷地内及び敷地周辺の地質・地質構造調査に係る審査ガイド」に違反する
ものであり、このような誤りは看過しがたい重⼤なものである。
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産総研 20万分の1 地質図幅
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➨ 6.6㸫㸷図 敷地周㎶の主なά断層から想定される地㟈のマグニチュード㸫㟈央㊥㞳 

注㸧㟈央㊥㞳Δは敷地から断層の中心までの㊥㞳とする。 
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➨ 6.6㸫24図 「出ᡞす᪉᩿ᒙによる地㟈」の᩿ᒙモデル 

㸦基ᮏモデル・▷周ᮇレベルの不☜かさケース㸧 
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➨ 6.6㸫26 ᅗ 「出ᡞす᪉᩿ᒙによるᆅ㟈」の᩿ᒙモデル 

㸦᩿ᒙ傾ᩳゅの不☜かさケース・᩿ᒙ傾ᩳゅと▷

周ᮇレベルの不☜かさを㔜␚させたケース㸧 
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㸦b㸧ほ測グ㘓の波形

䛾不確䛛䛥䜿䞊䝇 
敷地 

䜰䝇䝨䝸䝔䜱 

震源断層面 

出戸西方断層 
䠄約 11km䠅 

要素地震 

※図中の㟈源断層㠃は㸪断層傾斜ゅの不確かさケースの㟈源断層㠃を♧す。 

➨ 6.6㸫28 図 せ⣲地㟈の㟈央位⨨及びほ測グ㘓の波形㸦内㝣地殻内地㟈㸧 

[最大 9.4(cm/s2)] 

[最大 6.7(cm/s2)] 

[最大 7.7(cm/s2)] 
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➨ 6.6㸫32図(㸯) 応⟅スペクトルに基づく地㟈動ホ価⤖ᯝ 

と基‽地㟈動㹑㹱㸫㸿のẚ㍑㸦Ỉ平方向㸧 
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